
湘南医療福祉専門学校 スポーツ指導論シンポジウム 

 

「スポーツ指導論 特別講座 ： 名監督は何を思うのか？ 

～勝利・育成とコミュニケーションの視点から～ 」 

平成２２年１１月２７日（土）９：２０～１２：３０ 

 

 

■シンポジスト■ 

 水谷哲也氏 

 徳島県出身。横浜隼人高等学校野球部監督。少年時代の夢はプロ野球選手か監督。徳島市立高校時代は硬式野

球部に所属。1991 年秋に横浜隼人高校監督に就任しゼロに近い状態からチームを作り上げ、18 年かけて 2009 年

に全国高校野球選手権大会出場を果たす。甲子園では全員が地元中学校出身の生粋のハマっ子選手達を率い、「攻

めて攻めて攻めまくる」横浜隼人の野球を展開。2 回戦で、選抜準優勝の花巻東（岩手）と対戦し、大会屈指の

好投手菊池雄星君と緊迫した投手戦を演じた。１―４で敗れたが、「最後まで笑顔」とベンチを後にする選手に、

スタンドからの拍手は鳴りやまなかった。 

 

山中正竹氏 

 大分県出身。佐伯鶴城高校卒業後、法政大学に進学。1 年次よりエースとして活躍し、一年先輩の田淵、山本

浩二らと法大の黄金時代を築いた。通算 48 勝は現在も東京六大学野球の最多勝記録であり、「小さな大投手」の

名はその歴史に深く刻まれている。卒業後は住友金属で活躍。80 年に引退後、住友金属の監督、日本代表チーム

監督に就任。94 年に法大の監督に就任し、指導者としても黄金時代を築き上げた。 

 

 

第一部 ９：２０～１０：５０ 

テーマ① 

「勝つ」ことと「育てる」ことのバランス 

 

 指導をするうえで、「勝つ」ことと「育てる」こと、どちらも指導者の重要な使命である。しかし、この使命

をどちらも十分に全うしようとする際には大きな葛藤を伴うことも多い。選手の成長を待ち、「勝つ」ことから

遠ざかっても機会を与え続けるのか、あるいは「勝つ」ためにはある程度選手を選抜し、機会を与えられるもの

を限定するのか。そこにはおそらくチームの『目的』が大きく関わってくることとなるだろう。 

 高校野球の部活動という教育の場面で選手の指導にあたってこられた水谷監督と、社会人、全日本チームと「勝

つ」ことを重要な任務とする場面で指導にあたられた山中監督、それぞれの立場からのお話を伺い、指導のヒン

トを得ることができれば、と思う。 

 

 

第二部 １１：００～１２：３０ 

テーマ② 

「よいチームとは」 

～監督に求められるコミュニケーション～ 

 

 野球をする集団が、「チーム」として機能し、活動するためには多くの人々の関わりが必要となる。監督、コ

ーチをはじめトレーナーや栄養士、医師などのスタッフや、保護者、近隣の住民の方々など、その関わりは多岐

にわたる。ここで重要となるのが、多くの関係者と連携を図るためのコミュニケーションである。保護者の方々

にどこまで協力を依頼するのか、スタッフ同士の情報の公開は果たしてどこまで行われるべきなのか。よい「チ

ーム」とはどのような集団を指すのか、両監督のご意見のもとに検討したい。 

 


